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SPEC-007 2.0版第2部 多重化装置 独自試験報告書
	機器の名称
	

	　型番
	


	申請者住所
	

	名称
	

	責任者
	印


	○
	試験必要項目

	△
	他機関の仕様

	×
	試験不要項目（SPEC-007に仕様記載があるもの、該当試験項目なし）

	－
	仕様ではない


	JCL SPEC-007 2.0版第2部における目次番号
	確認事項
	備考

	
	分類
	確認の実施
	

	第1章
	システム運用
	－
	―・－
	

	1.1
	まえがき
	－
	―・－
	

	1.2
	本仕様書策定における基本的な考え方
	○
	済・未
	

	1.3
	目的
	－
	―・－
	

	1.4
	適用範囲
	－
	―・－
	

	1.5
	準拠する規格
	△
	済・未
	

	1.6
	用語の説明
	－
	―・－
	

	1.7
	ヘッドエンドのシステム構成
	○
	済・未
	

	1.8
	本仕様書のシステム
	△
	済・未
	

	1.9
	送出運用規定
	△
	済・未
	

	1.9.1
	伝送
	△
	済・未
	

	1.9.2
	伝送符号化／変調

	○
	済・未
	

	1.9.3
	各種数値割り当て一覧
	○
	済・未
	

	1.9.4
	ID運用ガイドライン
	○
	済・未
	

	1.10
	本仕様書のシステム内で共有すべき情報
	○
	済・未
	

	第2章
	サービス運用
	－
	―・－
	

	2.1
	ダウンロード運用規定
	△
	済・未
	

	2.2
	データ放送運用規定
	△
	済・未
	

	2.2.1
	受信機種別共通規定
	－
	―・－
	

	2.2.2
	Aプロファイルに関する運用規定
	－
	―・－
	

	2.3
	双方向通信運用規定
	△
	済・未
	

	2.3.1
	ルート証明書格納モジュールの管理
	×
	―・－
	

	2.4
	コンテンツ保護規定
	△
	済・未
	

	第3章
	多重化運用
	－
	―・－
	

	3.1
	目的
	－
	―・－
	

	3.2
	適用範囲

	－
	―・－
	

	3.3
	MPEG-2信号処理機能
	○
	済・未
	

	3.4
	システム間のインタフェース
	○
	済・未
	

	3.5
	特記事項
	○
	済・未
	

	第4章
	PSI／SI運用
	－
	―・－
	

	4.1
	目的
	－
	―・－
	

	4.2
	適用範囲

	△
	済・未
	

	4.3
	番組配列情報および識別子の運用
	－
	―・－
	

	4.4
	テーブル運用詳細

	－
	―・－
	

	4.4.1
	PATテーブルの運用

	△
	済・未
	

	4.4.2
	CATテーブルの運用
	△
	済・未
	

	4.4.3
	PMTテーブルの運用
	△
	済・未
	

	4.4.4
	NITテーブルの運用

	○
	済・未
	

	4.4.5
	BITテーブルの運用
	△
	済・未
	

	4.4.6
	SDTテーブルの運用
	△
	済・未
	

	4.4.7
	EITテーブルの運用

	△
	済・未
	

	4.4.8
	TOTテーブルの運用
	△
	済・未
	

	4.4.9
	STテーブルの運用

	△
	済・未
	

	4.4.10
	各テーブル内で定義されない記述子
	△
	済・未
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	JCL SPEC-007 2.0版第2部における目次番号
	確認事項
	備考

	
	分類
	確認の実施
	

	第5章
	スクランブル運用
	－
	―・－
	

	5.1
	まえがき
	△
	済・未
	

	5.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	5.3
	インタフェース
	－
	―・－
	

	5.3.1
	多重化システム～スクランブルシステム間インタフェース
	△
	済・未
	

	5.3.2
	スクランブルシステム～64QAM変調器間インタフェース
	△
	済・未
	

	5.3.3
	オプション対応のインタフェース
	△
	済・未
	

	5.3.4
	スクランブルシステム～受信機間インタフェース
	－
	―・－
	

	第6章
	複数TS多重化
	－
	―・－
	

	6.1
	目的
	×
	―・－
	

	6.2
	適用範囲
	－
	―・－
	

	6.3
	信号処理機能
	○
	済・未
	

	6.4
	オプションのインタフェース
	△
	済・未
	

	第7章
	受信機
	－
	―・－
	

	7.1
	目的
	×
	―・－
	

	7.2
	適用範囲
	×
	―・－
	

	7.3
	STBの運用
	－
	―・－
	

	7.3.1
	不正使用防止の運用
	－
	―・－
	

	7.4
	STBの要求機能
	－
	―・－
	

	7.4.1
	データ放送
	－
	―・－
	

	7.4.2
	限定受信方式
	－
	―・－
	

	7.4.3
	双方向通信
	－
	―・－
	

	7.4.4
	識別子
	－
	―・－
	

	7.4.5
	コンテンツ保護
	－
	―・－
	

	第8章
	解説
	－
	―・－
	

	8.1
	まえがき
	－
	―・－
	

	8.2
	不正使用防止機能の運用
	－
	―・－
	

	8.3
	MPEG-2 BC音声の運用
	－
	―・－
	

	8.3.1
	音声符号化方式
	×
	―・－
	

	8.4
	データ放送における機能追加
	×
	―・－
	

	8.5
	JCL SPEC-006との関係
	×
	―・－
	

	8.6
	SDTTの送出
	×
	―・－
	

	8.7
	SI/EPG装置
	－
	―・－
	

	8.8
	スクランブルシステム
	－
	―・－
	

	8.8.1
	複数限定受信方式の運用について
	×
	―・－
	

	8.8.2
	装置仕様および運用仕様について
	－
	―・－
	

	8.9
	多重化システムが配慮すべき設計事項
	－
	―・－
	

	8.9.1
	ECMの挿入
	△
	済・未
	

	8.9.2
	EMMの挿入
	－
	―・－
	

	8.10
	AAC音声について
	－
	―・－
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